
神
戸
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

大
阪
で
は
起
業
家
育
成
講
座

広
東
省
や
海
南
省
か
ら
の
技
術
研

修
員
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
中
国
と

の
交
流
に
積
極
的
な
の
が
兵
庫
県
。

な
か
で
も
神
戸
市
は
、
起
業
を
目
指

す
中
国
人
留
学
生
の
た
め
に
就
業
ビ

ザ
取
得
支
援
や
住
宅
補
助
も
行
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
を
建
設
す
る
な
ど
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
よ
る
「
新
た
な
中
華
街
」
形

成
促
進
プ
ラ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

市
の
産
業
振
興
局
内
に
あ
る
神

戸
・
阪
神
協
議
会
事
務
局
で
は
、
日

中
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
機
関
誌
『
通

迅
』
を
年
４
回
発
行
。
今
年
７
月
発

行
の
『
通
迅
』
で
は
中
国
の
江
蘇
企

業
協
会
と
神
戸
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
、
中
国
人
留
学
生
Ｏ
Ｂ
が
運
営
す

る
会
社
の
神
戸
進
出
な
ど
の
記
事
を

掲
載
。
市
で
は
「
地
元
の
中
国
系
企

業
が
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す

た
め
、
日
本
企
業
と
の
交
流
会
を
年

に
３
、
４
回
開
催
し
て
い
る
」
と
。

中
国
系
企
業
３
〜
４
社
を
集
め
、
各

社
が
事
業
内
容
を
ブ
ー
ス
で
説
明
し
、

日
本
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
を
は
か
る
。
市
で
は
「
中
国
人
が

起
業
し
た
製
造
業
の
会
社
と
市
内
の

卸
や
流
通
の
業
者
が
連
携
す
る
な
ど
、

業
務
提
携
の
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
て
い

る
」
よ
う
だ
と
。

留
学
生
の
起
業
な
ら
び
に
就
業
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
大
阪
の

「
Ｏ
Ｓ
Ｕ
ア
ジ
ア
技
術
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
」。
昨
年
12
月
、
大
阪
産
業
大
学

が
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
。

今
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
経

済
や
経
営
、
商
法
な
ど
24
講
座
を
起

業
家
育
成
講
座
と
し
て
開
催
。

「
最
後
の
講
義
で
は
23
人
の
受
講
生

全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
発
表
し
た
」
と
事
務
局
長
の

王
英
さ
ん
。
中
国
の
人
件
費
の
安
さ

い
ま
や
日
本
全
国
で
中
国
人
起
業
家
が
活
躍
し
、
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
都
市
も
で
て
き
た
。
留
学
生
の
う
ち

６
割
、
６
万
人
弱
が
中
国
人
と
い
わ
れ
る
今
日
、
は
た
し
て
、
中
国
人
は
ニ
ッ
ポ
ン
経
済
の
新
旗
手
と

な
る
か
。
さ
っ
そ
く
、
そ
の
実
態
を
リ
サ
ー
チ
し
て
み
た
。

中
国
人
起
業
家
を
育
て
る

都
市
を
探
せ
！
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約50人もの中国人留学生が学ぶ北九州学術研究都市の早稲田大学キャンパス

■P35に大阪産業大学の関連記事があります

奨
学
金
や
住
宅
支
援
は
当
た
り
前
!?



に
目
を
つ
け
た
日
用
雑
貨
の
輸
入
会

社
や
、
経
済
発
展
が
見
込
ま
れ
る
上

海
で
内
装
業
の
会
社
を
起
業
す
る
な

ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出
た
と
か
。

ま
た
、
同
大
の
就
職
支
援
に
は
、

長
期
休
暇
を
利
用
し
た
約
２
週
間
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
計
画
が
あ
る
と

い
う
。
大
阪
市
の
ほ
か
、
大
東
市
、

東
大
阪
市
、
八
尾
市
の
商
工
会
議
所

に
協
力
を
要
請
し
、
留
学
生
が
民
間

企
業
で
研
修
す
る
予
定
だ
。

石
川
に
全
国
の
留
学
生
が
集
合

北
九
州
は
半
導
体
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
こ
ろ
は
変
わ
っ
て
、
北
陸
の
金

沢
市
。
ま
ず
は
、
金
沢
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
日
本
海
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」

が
、
中
国
遼
寧
省
の
大
連
市
を
紹
介

す
る
『
ニ
イ
ハ
オ
！
大
連
』
を
出
版
。

そ
れ
に
応
え
る
か
た
ち
で
大
連
大
が

こ
の
７
月
に
『
ニ
イ
ハ
オ
！
金
沢
』

を
出
版
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
を
お
互
い

に
紹
介
。『
ニ
イ
ハ
オ
！
金
沢
』
に
は

大
連
大
学
と
金
沢
大
学
、
金
沢
医
科

大
学
、
大
連
市
と
石
川
県
内
の
企
業

と
の
交
流
に
つ
い
て
日
本
語
と
中
国

語
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
や
り
と
り
は
産

官
学
の
国
際
交
流
事
業
を
推
進
す
る

日
本
海
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
長

で
あ
る
古
賀
克
巳
さ
ん
と
大
連
大
学

の
交
流
が
キ
ッ
カ
ケ
。
い
ま
で
は
古

賀
さ
ん
が
会
長
を
務
め
る
医
薬
品
販

売
チ
ェ
ー
ン
、
株
式
会
社
ア
ル
プ
に

も
中
国
人
の
社
員
を
受
け
入
れ
て
い

る
と
い
う
。

ま
た
、
石
川
県
で
は
毎
年
７
月
末

か
ら
の
約
１
週
間
、
外
国
人
留
学
生

対
象
の
「
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
」
と
い

う
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
地
元
の
民
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
約
５
４
０

０
人
も
参
加
。「
輪
島
塗
り
を
見
て
、

も
っ
と
石
川
県
の
こ
と
を
勉
強
し
た

く
な
っ
た
」「
大
都
会
の
東
京
や
大
阪

と
は
違
う
、
地
方
な
ら
で
は
の
個
性

的
な
魅
力
を
感
じ
た
」
な
ど
の
声
が
。

留
学
生
の
興
味
を
引
き
つ
け
、
所
期

の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
。

そ
し
て
九
州
の
玄
関
口
、
北
九
州

市
で
は
、
半
導
体
関
連
の
留
学
生
起

業
家
が
誕
生
し
そ
う
な
兆
し
が
。

ア
ジ
ア
の
半
導
体
設
計
拠
点
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
北
九
州
学
術

研
究
都
市
に
早
稲
田
大
学
、
北
九
州

市
立
大
学
、
九
州
工
業
大
学
が
集
結
。

現
在
、
早
稲
田
大
学
だ
け
で
も
50
人
、

全
体
で
は
約
２
０
０
人
も
の
中
国
人

留
学
生
が
い
る
と
い
う
。

学
術
研
究
都
市
で
は
半
導
体
関
連

企
業
を
誘
致
し
、
産
学
連
携
で
の
半

導
体
設
計
の
研
究
、
開
発
を
進
め
る

と
同
時
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
の
育

成
、
支
援
に
も
積
極
的
。
市
内
で
の

起
業
を
条
件
に
、
２
年
間
で
最
高
２

４
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
起
業
家
の
支
援
制
度
が
あ
る
。

起
業
後
は
企
業
と
大
学
の
研
究
セ
ン

タ
ー
が
同
居
す
る
産
学
連
携
セ
ン
タ

ー
を
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
と
い
う
。

北
九
州
市
東
京
事
務
所
の
廉
屋
則

夫
所
長
は
「
支
援
制
度
の
活
用
は
大

歓
迎
。
留
学
生
が
市
内
に
19
社
あ
る

半
導
体
関
連
企
業
で
働
き
な
が
ら
研

究
が
で
き
る
よ
う
な
応
援
も
し
て
い

き
た
い
」
と
。

今
後
は
中
国
人
起
業
家
や
中
国
系

企
業
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
急
増

し
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
こ
の
種
の
留
学
生
の
た
め

の
起
業
支
援
は
地
方
経
済
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

神
戸
、
大
阪
、
石
川
、
北
九
州
に

つ
づ
く
特
色
あ
る
留
学
生
へ
の
支
援

を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
い
く
こ
と

に
期
待
し
た
い
。
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日本で学ぶ留学生の5人中3人が中国人！
文部科学省の「留学生受入れの概況（02年度版）」によると、02年5月1日

現在の留学生総数は9万5500人。前年度から1万6738人増加している。総

数、増加数ともに過去最高。そのなかでダントツに多いのが中国からの留

学生だ。5万8533人は全留学生に占める割合の61.3㌫を占める。

■留学生出身国の上位5カ国 ／ 前年比
中　　　国　5万8533人 ／1万4519人（ 33㌫）増
韓　　　国　1万5846人 ／ 1121人（7.6㌫）増
台　　　湾　 4266人 ／ 14人（0.3㌫）増
マレーシア　 1855人 ／ 82人（4.5㌫）増
タ　　　イ　 1504人 ／ 93人（6.6㌫）増


